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〔開会の宣告〕  

遠藤洋路 教育長 令和６年１０月定例教育委員会会議を開会いたします。 

  

〔会議の成立〕  

遠藤洋路 教育長 まず、先の令和６年熊本市議会第３回定例会において議会の同

意をいただき、令和６年１０月２日付けで教育委員３期目として

西山委員にご就任いただくことになりました。西山委員から一言

お願いしたいと思います。 
  

 （西山委員 挨拶） 

  

遠藤洋路 教育長 ありがとうございました。それでは、会議に移ります。 
本日は、私のほか４人の委員が出席しておりますので、この会

議は成立しております。 
会議規則第１４条第２項の規定に基づき、会議録署名人の指名

を行います。会議録署名人は、苫野委員と澤委員とします。よろ

しくお願いいたします。 
  

〔公開の審議〕  

遠藤洋路 教育長 本日の会議の内容につきましては、会議日程のとおりですが、

本日の議事のうち、議第５７号 熊本市一般会計補正予算（１１

月補正予算）について、議第５８号 託麻東小学校・二岡中学校

校舎増築工事請負契約締結に対する意見について、議第５９号 

花陵中学校体育館改築工事請負契約締結に対する意見について、

議第６０号 熊本市立総合ビジネス専門学校条例の一部改正に

ついて、及び、協議（１）令和７年度当初予算要求の概要につい

ては、会議規則第１３条第２号「教育予算その他議会の議決を経

るべき議案についての意見の申出に関する案件」に該当するこ

と、議第６２号 職員の懲戒処分について、会議規則第１３条第

１号「教育委員会に属する職員の任免その他の身分取扱に関する

案件」に該当すること、協議（３）令和９年度市立高等学校入学

者選抜については、入試制度に関する意思決定前の情報が含まれ

ていること、協議（４）（仮称）熊本市こども計画素案について

は、本計画の審議機関である１０月２８日の児童福祉専門分科会

のタイミングにおいて外部公開することが適切であるため、会議

規則第１３条第４号「その他の案件」の非公開事由に該当するこ
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とから、非公開の審議が適当と思います。 
 

議第５７号、議第５８号、議第５９号、議第６０号、議第６２

号、協議（１）、協議（３）及び協議（４）につきまして、非公

開に賛成の委員は、挙手をお願いします。 
  

 （全員挙手） 

  

遠藤洋路 教育長 全員賛成により、議第５７号、議第５８号、議第５９号、議第

６０号、議第６２号、協議（１）、協議（３）及び協議（４）は、

非公開とします。 
  

日程第１ 前回会議録承認 

遠藤洋路 教育長  それでは、「日程第１ 前回会議録承認の件」に入ります。 
９月２６日開催の令和６年９月定例教育委員会会議録を各委員

のお手元に配布しております。この会議録を承認することに、ご

異議はありませんか。 
 
（異議なしの声） 

 
異議なしと認めます。前回会議録は、承認することに決定いた

します。 
 

日程第２ 事務局報告の件 

遠藤洋路 教育長 ９月定例教育委員会会議以後の事業行事報告及び今後の予定

を各委員のお手元に配布しております。また、職務代理者につい

て報告します。 

令和６年１０月１日に職務代理者である小屋松委員が任期満

了を迎えられました。「地方教育行政の組織及び運営に関する法

律」第１３条第２項では、教育長に事故があるとき、または、教

育長が欠けたときは、あらかじめ、その指名する委員がその職務

を行うと定めており、教育長に事故がある場合などに事務に支障

を来すことがないよう、あらかじめ委員の中から職務代理者を指

名することとしています。 

この規定に基づき、西山委員を第一職務代理者に、苫野委員を

第二職務代理者として指名しましたので、報告します。 
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日程第３ 議事 

・議第６１号 教職員異動方針の一部改正について 

 

《上村清敬 教職員課長 提出理由説明》 

 

西山忠男 委員  副校長の件は結構なんですけど、教員の異動方針の全般的な方

針として、市立高校とビジネス専門学校の場合はなかなか交流も

難しいような気がするんですけど、何か特別な配慮はなされてい

るんでしょうか。 

 

上村清敬 教職員課長  おっしゃいますとおり、小中につきましては、少ないながらも

県との交流もあっておるところなんですけど、市立高校につきま

しては県立高校との交流が今ない状態になっております。つきま

しては、なるべく中学校との交流を促すように校長先生方にはお

願いしておるところです。 

 

西山忠男 委員  県立高校との交流はなぜできないんでしょうか。 

 

上村清敬 教職員課長  できないわけではないかと思いますけど、県の了解も得る必要

がございまして、今のところ義務のところからというふうに、県

とはそういうことで交流の協議を進めておるところです。 

 

西山忠男 委員  できれば高校のほうも県立高校と交流できれば、先生方の視野

も広がるし、ずっと同じところに同じ顔ぶれでいるというのはあ

まり良いことではないので、ぜひそれを計画していただければと

思います。 

 

遠藤洋路 教育長  では、その点はよろしくお願いします。 

 ほかにご意見、ご質問ありますか。よろしいですか。 

 では、ほかになければ採決を行います。 

 議第６１号 教職員異動方針の一部改正について、ご承認いた

だくことにご異議ありませんでしょうか。 

 

 （異議なしの声） 
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遠藤洋路 教育長  ご異議なしと認めます。 

 議第６１号については原案のとおり決定いたします。 

 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

 

日程第４ 協議 

・協議（２）熊本市学校規模適正化基本方針（素案）について 

 

《朽木篤 教育改革推進課長 説明》 

 

西山忠男 委員  先日、芳野中学校を訪問しまして、あそこは山の中の非常に不

便な学校ですけど、非常に環境がよくて、また、そこで伸び伸び

と生徒たちが勉強している様子を見ると、ああいうところを、例

えば遠方から来る生徒のため寮をつくってやるとか、そういうこ

とでもやれば、非常に特色のある教育ができるんじゃないかとい

うふうにも思いました。ですから、そういう意味では学校の特色

をつくっていくということも、既にある特色だけではなくて、と

いうことも考えて、適正化というのを考えていく必要があるんじ

ゃないかなと思います。いかがでしょうか。 

 

朽木篤 教育改革推進課

長 
 お示している事例にもありますが、特色を出すとなると、カリ

キュラムや人員配置、今おっしゃったような寮だと建設費だった

りというのも課題もありますので、また事務局内で整理して、今

後検討していきたいと思います。 

 

苫野一徳 委員  現在、複式学級がある学校でも挙げられている山本小学校に実

はつい先日行きまして、５、６年生と一緒に哲学対話をやりまし

た。複式学級ならではの本当にすばらしい学級だなと思って、お

互いに助け合って、異年齢が集まるからこそのダイナミックな学

び合いが可能になっていくということ、私、大変感銘を受けたん

ですけど、やっぱり小規模校には小規模校ならではのよさがあっ

て、山本小学校は全体の雰囲気がいいんですよね。学校全体の雰

囲気が。それは本当に自然に恵まれた場所で、比較的小規模で、

先生もみんな和気あいあいとしながら、とにかく温かい学校がで
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きているなというふうに思いました。なので、小規模だからこれ

を適正規模化していくという発想ではなくて、それはそれで一定

あっていいと思うんですけど、小規模校ならではの特色を生かし

ていくという。そこの５、６年生は、以前にこちらで発表もいた

だいた名古屋市の山吹小学校のような学びが行われていて、しか

も５、６年生が学び合っている。自分で学習計画を立てて学んで

いる。こういったことが、あの規模だからこそ、しかも異年齢で

学び合いができる。これは逆に推していけるなという感じを持ち

ました。そういった学びを推進できる先生方をどんどん養成し

て、育成して、そういったところで、天明もそうですけど、さら

により充実した学びを実現できる先生方を研修でより育ててい

ただいて、そこを１つの拠点校にしながら市全域に広げていくと

いうような発想も私はあったほうがいいだろうと思いまして、そ

こもぜひご検討いただきたいなというふうに思いました。 

 

朽木篤 教育改革推進課

長 
 小規模校は小規模校の良さがあると思います。先ほどの公共交

通機関を利用した事例で宇都宮市の事例を出しましたが、保護者

の方からも、人や自然と触れ合える学校に通わせたかったという

ご意見も出ておりましたので、その辺も含めまして、また今後検

討してまいりたいと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  ここに出ている案も、例えば小規模校にどこからでも行けるよ

うにしますよと言っても、じゃ、それで、そこが小規模校じゃな

くなるほど人が来るかといったら、そういうことまでを想定して

いるわけではないですし、大規模校からほかの学校に行けますよ

というのも、じゃ、それが、大規模校が大規模校じゃなくなるほ

ど人が出ていくかといったら、そういうことではないのでしょう

から、恐らく結果としては、これは、自分が行く学校規模を選べ

るようになるということに近い、そういう制度なのかなというふ

うに思っていますので。そういう意味で、それぞれの学校の特色

を生かしたままに行き来がしやすくなるという、そういうことな

んではないかなというふうに思っているところです。 

  

澤栄美 委員  以前、西山委員からだったと思うんですけど、山本小学校がち

ょっと遠方にあるというところで、いわゆるちょっと不便なとこ

ろというところで、スクールバスとかも考えられないかとたしか

おっしゃったと思うんですけど、そういったことについてはお話

が出ているのかというのが１点と、私も苫野委員の言われること
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に非常に賛成で、今日コミュニティ・スクールのこととかも出て

きますけど、それとか、あと自由進度学習とか、まだ、したらい

いよねというところぐらいで止まっていることがいくつもあり

ますよね。そういったことを、そういう小規模校とか割とやりや

すいところから始めていくということを、ちょっと具体的に考え

ていくということも必要なのかなと思っています。 

  

澤栄美 委員  ちょっと最初のスクールバスのことなんですけど、やっぱり行

きたくても、ちょっと保護者がついていかなきゃいけないとか、

いろんなパターンがあると思うので、そういったこともあればい

いかなというのを、西山委員も以前おっしゃったことに賛成して

いるので、そのことはどうかということで。 

 

太田吉洋 学務支援課長  スクールバスの運行の方向性というところでよろしかったで

しょうか。一応、これにつきましては、今現在、学校の統合等に

伴いまして、そういったスクールバスを出すということは実績と

してございます。松尾の閉校に伴っての小島小学校へのスクール

バスの運行という実績はございます。また、天明の義務教育学校

の設置に伴っても同様な形での運行というものを今検討してい

る段階でございます。例えば、山本小学校のような地理的な条件

にある学校、こういったところに対しまして、そういったバスの

運行を行えるかというところにつきましては、自宅から学校まで

同じような距離の地理的条件にあるような児童世帯とかそうい

ったところは、この山本小以外にも市内全域にいろんなところご

ざいまして、国からも財政的な支援、こういったものも現状とし

ては当てはまるものがない状況もございまして、引き続き、どう

いった方法でそういった通学支援が行えるかというところ、スク

ールバスに限らずどういった方策があるかというところはちょ

っと研究していかねばならないというふうな段階でございます。

ですので、現時点としては、山本小学校についてのスクールバス

運行ということはまだ具体的な検討に入っていないというよう

な状況でございます。 

 

澤栄美 委員  お金が要ることなので、難しい点もあるかなと思うんですけ

ど、９ページの公共交通機関を利用した事例というのも挙げてあ

るんですが、ちょっと熊本に合わない部分もあるかなと思ったと

きに、やっぱりそういう方法しかないのかなというのを考えたの

で言わせていただきました。ありがとうございます。 
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西山忠男 委員  ５ページの第一段階の検討対象校の中には、割と街中にある学

校もありますよね。例えば、碩台ですとか本荘とかこういうとこ

ろは、緩衝地区の弾力化とか学校選択制度等を導入すれば自ずと

人が増えていくんじゃないかという気がするんですね。碩台なん

かも音楽の特に合唱が盛んな学校としてずっと有名だし、非常に

居心地のいい学校として知られているので、結構人は集まるんじ

ゃないかなという気はいたします。とにかく小規模校の場合はそ

ういった何らかの特色をやっぱりつくり出していくということ

が一番大事かなというふうに思います。 

 

朽木篤 教育改革推進課

長 
 最後に浜松市の事例を出しましたが、碩台、慶徳、本荘、古町

というところは、浜松市の中心市街地に向けた交通機関の利用と

いうのは可能かなと考えておりますので、今後検討してまいりた

いと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  松山市ですか。 

 

朽木篤 教育改革推進課

長 
 すみません、松山市です。 

 

遠藤洋路 教育長 では、ほかになければ本件は以上といたします。 

 

日程第５ 報告 

・報告（１）令和６年第３回定例市議会報告について 

 

《資料事前配布》 

 

西山忠男 委員  この中で気になったのが性教育に関する質問とインクルーシ

ブ教育に関する質問なんですけど、性教育の実態がどういうもの

かというのも十分私存じ上げていないし、この会議で性教育につ

いて深く議論したこともあまりないので、少しこれやっぱり考え

ていく必要があるのかなというふうに思っています。性教育の場

合、やっぱり男女が一緒にいる部屋で１人の男性か女性の教員が

話をするというのはとても多分やりにくくて、男子生徒と女子生

徒と別々に分けて集めて、男性教員、女性教員がそれぞれ話をす

るというようなことでも考えないと、なかなか難しい面があるん
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じゃないかなと。特に中学生ぐらいになると非常に好奇心旺盛で

すから、男子生徒はにやにやして授業にならないというようなこ

ともあると思うんですね。もちろんＬＧＢＴへの対応というのも

同時に考えなきゃいけないんですけど、何かそういう工夫をしな

いと、性教育ってちゃんと進まないんじゃないかなというふうに

思うんですけど、実態ご存知の方いかがでしょうか。 

 

澤栄美 委員  性教育については教科保健の中で学ぶということで、小学校で

あれば小学校４年生のときに「そだちゆく体とわたし」、教科書

によってちょっと題材が違ったりしますけど、４時間勉強するん

ですね。そのときに二次性徴を。これはもう男女共修、全て男女

共修になっています。中学校になると、自分たちの体の発育から

妊娠、これは、はどめ規定がかかっていて、妊娠は扱うけど性行

為は扱わないという形になっています。高校になると避妊とかそ

ういったもうちょっと突っ込んだところまでということで、小学

校でも感染症のところでエイズが少し出てきますし、中学校でも

エイズが出るというのがいわゆる指導要領で定められた内容に

なります。それと、この中にもありましたけど、今熊本市では産

婦人科医とかを呼んで命の講演会をするということは定期的に

行うように推進されているというところなんですが、これまでも

教育委員会会議の中でも健康教育課から報告がありましたよう

に、熊本市は平成の最初ぐらいから性に関する指導資料集という

のを作って、さっき言った教科書の内容プラスで学級活動とかそ

ういったところでなすべき内容をまとめた冊子を、今回の改訂で

４刷目になるかと思いますけど、幼稚園から高校までの中身を作

っているということで、教科書に関しても当然授業の１つの保健

とか体育のコマとしてやるので、その内容の質は置いといても必

ずやるんですけど、学級活動などにおいては少し学校間の差はあ

るかなというような状態で行われていると思います。 

 さっき西山委員が言われた男性教諭が、女性教諭がというの

は、私たちの時代はそうだったんですけど、今は違っていて共習

です。女子の月経の指導について、集団宿泊とか修学旅行の前に、

小学校のときに月経の処理の仕方とか、もうちょっと突っ込んだ

詳しい内容とかをするというのが一般的かなというふうに思い

ます。 

 

西山忠男 委員  大分様子が分かりました。ありがとうございました。 

 ５ページにご質問がありますよね。人工妊娠中絶を選択しない
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で済むような救済には教育以外の方法はないと思うがいかがか

というこの質問に対しては、教育はちゃんとやっていますという

ことでよろしいんですね。 

 

澤栄美 委員  やっているはずです。ただ、やっぱり学校間に差があるという

のが実態かなというのは、さっき言ったように教科書の中身も、

非常にそれを重要として中身をやるのと、そうでない、さっと読

んでおきなさいみたいな指導をする人も、それはほかの教科でも

一緒ですけど、いるだろうというところで、差があるかなという

のと、あとは学級活動に関してどれだけ性の問題を取り上げてや

っているかというのは、やっぱり学校によって学級活動の年間計

画というのがあるわけですよ。特別活動の。その中に入れて、う

まい具合に入っていれば、それをちゃんと消化するというと変で

すけど、指導を続けている学校もあれば、それをすごく推進する

人がいないと、なかなかやらないという実態もあるかなというふ

うには思います。 

 

西山忠男 委員  私が心配したのはまさにそのことで、教員によってはやっぱり

あまりそういう性教育をやりたがらないというか、ちょっと苦手

だなと思って逃げる人とか、そういう人も結構いるんじゃない

か。例えば私が教員だったら、やっぱりやりにくいなと思うでし

ょうし、やっぱりさっき言ったように男子生徒だけ集めて話をす

るのだったらまだいいけど、女子生徒も一緒にいるところで話を

するのはやりにくいなと思ったりするんじゃないかと思ったの

でさっきの質問をしたんですけどね。この辺はやっぱりちょっと

もう少し実態を調べて、必要であれば教員に対する研修をもう少

し行って、十分な性教育が平等に行われるように何か方策を考え

るべきではないかなと思いました。 

 

澤栄美 委員  これは健康教育課から答えてもらうべきことだと思うんです

けど。健康教育課の課長さんに聞けば実態は分かると思うんです

けど、調査はされていると思います。そこははっきりと答えてい

ただきたいと思いますけど、私の個人の意見を言わせていただく

と、性の指導というのには、大きく知識に関する指導と、それと

人権に関する指導があると思うんですね。例えば、イギリスの警

察署がつくった「Tea Concent」という動画があるんですけど、

紅茶を飲みたくない人に無理やり飲ませることはないでしょう

みたいなのを、性行動と合わせたような動画があるんですけど。
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そういった人と人の距離感だとか、人の人権を大事にするとか、

それって性行動の一番基本となる部分だと思うんですよね。そう

いったところまで深くやっているところがあるかというと、そこ

はやや少ないのかなと。それともう１つ、今の現代の状況からい

くと、メディアリテラシーの分ですね。今もう性教育のはどめ規

定がどうのこうのと言っても、まさに今日、うちの長男と車の中

でその話をしていたんですけど、一般人であるうちの長男が、そ

んなのいくらでも見ようと思えば見られるのに、何で学校でしな

いのかが不思議だよねと言っていたんですけど、一般人でもそう

思うことができない状況も学校の中にあるかもしれないなとは

思いますので、やはり基本となる部分は知識だけではなくて、人

としての行動を考える、やっぱり人権のことを学ぶという部分を

大事にする。それから、情報リテラシーをしっかり育んでいくと

いうことかなというふうに個人的には思っています。 

 

吉田康誠 健康教育課長  澤委員、ありがとうございました。 

 性教育の指導の件でございますが、現在、学校のほうで性教育

を何時間実施しているかということについては、健康教育課のほ

うで調査をして把握しているというような状況でございます。そ

れに加えまして、年に２回、性に関する指導の研修会のほうを実

施いたしまして、指導方法の深化といったものを進めているよう

な状況でございます。それと、命の大切さを考える講演会という

ことで、性に関する産婦人科の講師でありますとか、助産師の講

師でありますとか、そういったプロフェッショナルの方のお力を

借りながら進めているところでございます。そういったプロフェ

ッショナルの方のお話を聞くことによって、指導者のほうも、こ

ういった形で考えを深めればいいのかといったことを再認識で

きるといったような場になっておりますので、こちらのほうの取

組についても今後ますます広げていきたいなというふうに考え

ているところでございます。 

 

澤栄美 委員  ちょっと不思議だなと思ったところを２点と、言葉の意味とい

うか、役割がどういうものか知りたいので、その点について聞か

せていただきたいと思います。 

 不思議だなと思ったというのは、２６ページの質疑要旨の中

に、児童生徒や先生にもＳＳＷが必要だと思うがということで、

この議員さんに聞かないと分からないんだと思うんですけど、先

生にＳＳＷが必要という、その意図がどういうところでおっしゃ
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っていたのか、分かれば。以前もやっぱり議会報告の中で、ちょ

っとＳＳＷの仕事を誤解されているんじゃないかなと思うよう

な発言があったので、どういった意図でこれを言われたのかとい

うのを分かるならば教えていただきたいということと、それか

ら、その次の２７ページに、障がいを持つ子と持たない子が一緒

に学んでいないためというふうに、ある意味で私なんかはこれ決

めつけているんじゃないでしょうかという思いがあったんです

けど、実際には学校の中で、例えば特別支援学級にいるこどもに

関しても、通常学級に入って学習することもあるし、完全に分け

ているわけではないし、特別支援学校に行くこどもたちというの

は、親が一番の判断として、そこで学ぶことがこの子にとっては

一番の方法であるということで特別支援学校を選んでいらっし

ゃると思うんですよね。だから、こういった議員さんの質疑要旨

に答えられたところから、どんな感じで聞かれたのかということ

をちょっと教えていただきたいなと思いました。 

 それから、言葉で分からないというのは、私は知らないので教

えてくださいという意味なんですけど、緊急告知ラジオというの

は私はよく知らなかったんですね。この緊急告知ラジオというの

はどういうふうに使われているのかというのをちょっと教えて

いただきたいというのと。 

 

遠藤洋路 教育長  １つずついいですか。最初の総合支援課のところお願いしま

す。 

 

吉里麻紀 総合支援課長  確かにスクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの

業務が少し整理をされていなくて、きちんとスクールソーシャル

ワーカーの業務について私たちもお伝えできていないところが

あったのかと思います。趣旨としては、こどもたちの困り感に先

生たちが対応する中で、スクールソーシャルワーカーも入ってと

いうことがあるとのご意見だと考えております。スクールソーシ

ャルワーカー、スクールカウンセラーの業務の内容については私

たちのほうでもしっかりとお伝えしていきたいと考えておりま

す。 

 

野田建男 特別支援教育

室長 
 先ほど澤委員からのご質問で、議員さんのほうからどのような

意図で障がいのある子とない子が一緒に学んでいないという発

言があったのかというご質問でよろしかったでしょうか。このと

きには、議員さんご自身がインクルーシブ教育を推進していきた
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いというお気持ちがあり、インクルーシブ教育を進めていくべき

じゃないかというご示唆もいただいているところでございます。

その中で、私たちは、特別支援学級、特別支援学校も含めて整備

をしていきます、その中でインクルーシブ教育も進めていきます

というご説明を差し上げており、意見の相違もございます。そん

な中で、極端な例として、障がいがある子とない子が一緒に学ん

でいないという、そういった言葉になったと思います。いろんな

ところでお話しする中では、交流及び共同学習の実施や通常学級

の中にも支援が必要なお子さんがたくさんいらっしゃって共に

学ぶ教育は進めていますというご説明は差し上げているところ

でございます。 

 

遠藤洋路 教育長  どちらも教育長はどう考えているかという質問なわけで、私が

答えているわけですけど、最初の質問に関しては、その場のやり

取りでは特に違和感はありませんでしたので、そんなに何か誤解

されているというような気はしておりません。ＳＳＷをもっと、

今不足しているんじゃないかというのが基本的な問題意識だっ

たかと思いますので、書き方は少し分かりにくいところはあるか

もしれませんが、基本的にはこどもにとっても、あるいは先生に

とってもという意味だと思いますけど、ＳＳＷというのは有用だ

と、そういうふうな意味かと思っています。 

 次の特別支援に関しては、やはりインクルーシブ教育であるべ

きだという観点からのご質問なので、そもそも特別支援教育とい

うのは障がいを持つこどもと持たないこどもを分けて教育をす

る。それをやるために、障がいを持つこどもに対する理解が足り

ないということで、基本的に特別支援教育をやめて全部インクル

ーシブ教育にすべきだという観点からのご質問だったかという

ふうに理解しているところです。 

 次に、緊急告知ラジオについて、教育政策課、お願いします。 

 

中川浩二 教育政策課長  緊急告知ラジオといいますのが、いわゆる緊急地震速報であっ

たり、弾道ミサイルの飛来情報等について、電波が受信できる状

態であれば、自動的に電波を受信して、その告知放送を流すとい

うラジオでございまして、平成２４年度あたりから市長部局の危

機管理部門のほうが配備、一般には有償での配付等もやっていま

すけど、各学校に配備をされているラジオということで、おおむ

ね学校ですと職員室であったり校長室で受信ができるような環

境のところに置いてあるというようなものでございます。 
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澤栄美 委員  そうだったんですね。ありがとうございます。個人個人の、今

スマホに大体流れてきますよね。そういったラジオか何かあった

のか。ラジオつけていないなら聞こえないよねとか、何かちょっ

と不思議に思ったので。分かりました。 

 もう１つのほうは、学びたいむサポーターというのは、私、ど

ういうのだったかなというのがちょっと分からなかったので、そ

れもどういう仕組みなのか教えていただけたら。 

 

松岡美幸 指導課長  学びたいむサポーターは、学びたいむとして各学校が時間を設

けてやっておりますが、放課後等に行われたり、あと、長期の休

みの間に行われたりするときに、地域人材を活用して、地域の方

が一緒に入ってこどもたちに指導してくださるというサポータ

ー制度でございます。 

 

澤栄美 委員  分かりました。 

 

村田槙 委員  ３０ページの教職員のストレスチェックについてのところで

お尋ねしたいんですけど、高ストレスと診断された教職員が令和

５年度に３４８名で、診断された方のうち産業医の面接を受けた

方は実際には６名だけだったというところで、もちろん受けた方

もですけど、受けていない方々で、その後の心身の不調とか、そ

の後改善されているのかというのをシンプルに心配になったと

いうのと、ストレスチェックの結果を基にした集団分析結果を踏

まえて目標と取組を掲げたシート作成し市教委へ提出と書いて

あるんですけど、各学校の目標と取組というのは具体的にどのよ

うなことをしていらっしゃるのかというのをお聞きしたいなと

思いました。 

 

上村清敬 教職員課長  確かに高ストレスとされた方の中で実際に面談を希望される

方はこのように少ないところです。ただ、このほかにも、高スト

レスと判断されなくとも、毎月そういう専門家の面接を受ける学

校問題相談事業ということも行っておりまして、そこで受検され

た方もいらっしゃいます。高ストレスとされた。そこで受検して

いるので、もうこの面接は受けないという方もいらっしゃるんで

すが、それでも、それはひと握りというところです。その後、そ

の方々が体調を崩されたかまで全て後追いはしておりませんと

ころです。今そこまでの体制にはないところですけど、そういう
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意味で、学校のほうでこのストレス結果を基に目標を掲げて取り

組んでいただくための報告をしていただいておるところです。 

 どういう取組をされているかといいますと、私も全て目を通し

ているわけではないですけど、やはり管理職の方々からの日頃の

コミュニケーションであったり声かけであったりで、日頃からそ

の方の変容になるべく早く気づくような取組を行われていると

いうのが一般的ではないかと考えておるところです。 

 

西山忠男 委員  先ほどのインクルーシブ教育について私も質問しようと思っ

たんですけど、議員さんのおっしゃる意味は分かるんですけど、

簡単にインクルーシブ教育が実現するかのように思っていらっ

しゃるんじゃないかというふうに思って、そこがもう少しご理解

いただかないといけないかなと思っておりまして、特別支援を必

要とするお子さんも、障がいの種類や程度によって実に様々で個

別の対応が必要ですから、全てを一気にインクルーシブに持って

いくというのはやはり不可能で非現実的だし非効率的だと思う

んですよね。だけど、確かに通常学級の生徒さんとの交流はやっ

ぱり密にして、お互いの理解を深め合わなきゃいけないというこ

とはそのとおりなので、インクルーシブ教育については、ここで

も何回も議論して、一体どういうやり方が一番好ましいかという

のを議論しているわけで、効率的なインクルーシブ教育のために

はやっぱり人手も要るし、お金も要るというのがやっぱり一応の

理解になっていると思いますので、その点については今後さらに

我々も詰めていく必要があるかなと思っております。 

 

遠藤洋路 教育長  この質問の趣旨も、基本的に、人も要るし、もちろんスキルも

必要だという、そういう体制をつくるべきだという質問だと思い

ますので、今のままの人員でやってほしいとか、そういう話では

ないというふうに理解をしております。 

 ほかにはよろしいでしょうか。 

 では、ほかにご発言がなければ、本件は以上といたします。 

 

 

・報告（２）熊本市地域学校協働活動とコミュニティ・スクールの一体的推進にかかるモデ 

      ル事業について 

 

《原口琢哉 地域教育推進課長 報告》 
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西山忠男 委員  大変すばらしい取組だと思いますが、ちょっと気になるのは、

小学校、中学校は地域とのつながりが強いのでこういうことをや

りやすいと思いますし、また意味もあると思うんですけど、高校

の場合は通学範囲が広いので、生徒にとっては地域との一体感を

持ちにくいという面があるんじゃないかと思うんですね。必由館

高校の事例でご紹介されましたけど、高齢者や幼児との触れ合い

の場の設定とか説明されても、高校生はその中でどういう役割を

果たすのかという疑問が起こりますし、必由館高校にとってどん

なメリットがこの取組であったのかなというがよく見えなかっ

たんですよね。そのあたり少し説明していただけますか。 

 

原口琢哉 地域教育推進

課長 
 では、まずこの資料についてでございますが、主に小学校の事

例をそこにまとめておりまして、高校はご指摘のとおり、ちょっ

とこのあたりはそぐわないところかもしれません。高校の場合は

実際、総合的な探究の時間ということで、いろいろ市役所とか現

在の社会の課題に対して探究的な取組を進められているという

ことで報告を受けております。この資料は、小学校の事例を中心

にまとめさせていただいております。 

 

西山忠男 委員  ということは、この３ページの必由館高校のところの記述の下

にオレンジの枠線で書いてある文章がありますよね。これは必由

館高校の話じゃないということなんですか。 

 

遠藤洋路 教育長  （１）の全体のまとめですので、小中高合わせてこの四角にな

っていると。 

 

西山忠男 委員  それですね。ここが必由館高校の特化した内容かと思ったもの

ですから何か変だなと思ったんですけど、分かりました。そうい

う意味では、ちょっと高校は少しやりにくいかなという印象は持

ちましたし、無理してやる必要もないんじゃないかなというふう

にも思いましたけど、いかがなんでしょうか。 

 

原口琢哉 地域教育推進

課長 
 それぞれの学校の特色とか課題とかがございますので、何を今

これから重視すべきかという点で、取組内容は各学校の特色に応

じて取り組んでいただければと考えております。 
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上野正直 必由館高等学

校校長 
 必由館高校において、コミュニティ・スクールは本校の肝です。

一昨年から取り組んでいる、仕掛けている戦略でもございます。

本校の場合、コミュニティ・ハイスクールと言っています。この

コミュニティは、学校に存在する地域だけじゃなく、熊本市立の

場合のコミュニティは市全域でございます。そこに対して、こど

もたち、生徒たちがいろいろな人々と出会って、市役所連携であ

ったり、または熊本市の青年会議所であったり、そういうことで

いろんな課題、地域の課題解決に取り組んでいっているというの

が現状でございます。何が起きたかというと、昨年度、それが発

端となって、熊本市高校生議会というのが起きました。これは必

由館だけじゃなくて、必由館がコミュニティ・ハイスクールとし

て取り組む中で、千原台高校、そして市内域の私立や高校が、高

校生たちが一緒になって熊本市の魅力を考えるというようなと

ころでございます。また、それぞれ、もう１つは、一番大きなの

は、本校は普通科から新普通科で地域社会学科となりましたの

で、このコミュニティ・ハイスクールでいろいろなカリキュラム

を展開していくことは非常に今肝になっております。 

 

西山忠男 委員  今のご説明でよく分かりました。必由館にとっての地域という

のは市全体だということですね。その説明は非常によく分かりま

した。 

 

澤栄美 委員  地域学校協働活動コーディネーターというのが必ず今コミュ

ニティ・スクールの場合、いると思うんですけど、この人材とい

うのをどんなふうにして選ばれているのか。報酬はなかなかとい

う話も出ていましたけど、私は退職した後に岐阜大の大学院の教

育学研究会というところで勉強したんですけど、そのときに岐阜

大がコーディネーター的な役割を果たしながらコミュニティ・ス

クールをいっぱい頑張ってやっているというところで、今回の視

察にも入れてほしいということで今度行くので、またそこでも学

んでこようと思うんですけど、やっぱりこういう中心になる人と

いうのはすごく大事だと思うんですよね。ただ、やりたい、やり

たいで、そういう能力がないとなかなか、結局学校任せで、学校

にまたいろんなものが持ち込まれたみたいな、そんな感じになっ

てもよくないなと思うので、どういうふうにして人材を探された

のかというのを教えていただきたい。 

 

原口琢哉 地域教育推進  今回のモデル校につきましては、事前に校長先生のほうと相談
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課長 いたしまして、これまでに地域の中で学校にいろいろな協力をし

ていただいている方とか、非常に学校のことを理解していただい

てご協力いただける方とか、学校の校長先生をはじめ学校を支え

ていただける、そういう方がいらっしゃる学校にモデル校をお願

いしているということです。学校のほうからご推薦いただいて配

置させていただいている次第です。実際、地域の方以外にいろん

なコーディネーターの方も想定はされるんですが、その地域の中

で、ここでこどもたち、地域の学校として、より良い学校にして

いこうという思いの強い方をお願いしたいというふうに考えて

おります。 

 

澤栄美 委員  学校に一応任せてということですよね。分かりました。うまく

いけばすごくいい仕組みだと思うんですよね。まだ半年なのでと

いうことをおっしゃっていましたけど、やっぱりこういうふうに

できたという記録といいますか、何かそういう冊子でもいいの

で、そういうのをつくって、各学校でまたそれを見てもらうとい

う。そういう取組なんかもしていくと、またよさが広がっていく

のかな。発表会みたいな形でもいいと思うので、ぜひそういうふ

うにしていただけたらと思います。 

 

苫野一徳 委員  この短期間の中でこれだけのことができて、これだけの成果が

あったということが本当にすごいなと感銘を受けました。必由館

の校長先生のお話もそうでしたし、ボランティアがこれだけたく

さん増えたということに関しても、これはすごいことだなと思っ

て感動しました。 

 澤委員のお話ともちょっと関係するんですけど、非常に細かい

お話なんですが、予算措置はちょっと今難しいということだった

んですけど、他都市においてこの地域コーディネーターは予算措

置がなされているのかということをちょっとまずお聞きしたい

なと思っています。 

 

原口琢哉 地域教育推進

課長 
 昨年度、全てではございませんが、政令市及びいくつかの自治

体のほうを視察させていただいた結果、調査したところではほぼ

全て、やはりこの地域コーディネーターに対する予算措置という

のは行われているという現状でございました。 

 

苫野一徳 委員  ありがとうございます。それは、こんなことをお聞きするのは

何なんですけど、時給とかそういうことなんですかね。 
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原口琢哉 地域教育推進

課長 
 それぞれ自治体によって額というのは異なっておりますが、時

給でいくらぐらいということや、週何回出てもらうということを

基に計算して予算措置をどこも行われているようです。 

 

苫野一徳 委員  ありがとうございます。もちろん必要だとは思ったんですけ

ど、ちょっと２つぐらいあって、お金もらったほうがやりにくい

こともあるということはないかなみたいなことをちょっと感じ

た。この地域のために、この学校のために。こんなご時世にそん

なこと言っちゃ駄目なんですけど。逆に、よくあるんですよね、

そういう研究が。お金もらうと余計にやる気がなくなるみたいな

こともあったりして、それってどうなのかなと。余談と聞いてく

ださい。 

 それと、このもうお二方ですね。公民館とまちづくりセンター

の方に関しては、これは業務内という話になりますよね。そうな

ると、＋αで業務がかかってくるということになると思うので、

このあたりもちょっと調整が要るのかなと思うんです。そのあた

りどうなのかなということと、併せて、ボランティアのほうがい

いんじゃないですかというのはすごく言いにくいことだし、本当

はそんなこと駄目だと思うんですけど、もしも他都市でそういう

事例があったら知りたいなと思ったということが１つと、市職員

の仕事の仕方をちょっとお聞きしたいなと思いました。 

 

原口琢哉 地域教育推進

課長 
 まず１点目のまちづくりセンターの方と公民館の方ですが、今

業務にそこを入れていただいて、実際、負担がどのぐらい増えた

のかとか、また、どのぐらい時間をここにかけていただいたのか

ということは今後調査して、ご意見を聞きながら、果たしてこの

仕組みがうまく回っているのかということは検証しなければな

らないなというふうに思っております。 

 ただ、まちづくりセンターといろいろ話をした中で、まちづく

りセンターや公民館もそうですが、学校に関わりたいという思い

は、非常に強く思っていらっしゃいます。それは、やっぱり地域

の中でこどもたちというのは重要な、今後地域を担っていく存在

であるし、保護者も地域に住んでいらっしゃいますので、そうい

った方たちと区役所とかがつながることで、さらに区役所がやり

たいこととか、区役所が学校に求めていらっしゃるということ

が、それをきっかけにうまくできるということを非常に喜んでい

らっしゃる。お互いにウィンウィンの関係にならないと持続可能
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になりませんので、そういった点では、まちづくりセンターや公

民館のほうも喜んでいらっしゃるというふうに受け止めており

ます。そのあたりも含めてちょっと検証してまいりたいというふ

うに思います。 

 それから、続いて地域コーディネーターの費用の面ですが、実

はあまり大きな額ではございませんで、現在も本当にいろんな活

動をしていただいているのに、例えば通信費といいますか、お電

話をかけられたりとかすることもあられると思いますし、いろん

なところへ行かれるときの交通費とかも全くお支払いはできて

いないような状況であるので、我々としては、やっぱり本当少な

い額なんですが、せめてこのぐらいの額はということでお支払い

できないかなというのは、課としては思っておりますので、その

あたりは何とか予算を取れればなというふうに考えております。 

 

苫野一徳 委員  ありがとうございました。公民館とまちづくりセンターについ

てもよく分かりました。きっとそうだろうなと思いました。 

 あと、予算も、もちろん持ち出しなんていうこともあってはい

けないと思いますので、適切に予算措置というのも当然のことだ

ろうなというふうに思いました。ありがとうございます。 

 

遠藤洋路 教育長  ほかの委員からよろしいですか。 

 では、ほかにないようでしたら、本件は以上といたします。 

 

 

・報告（３）令和７年度（２０２５年度）小中一貫校への移行について 

 

《松岡美幸 指導課長 報告》 

 

西山忠男 委員  Ｃグループというのは今後形成される可能性があるんですか。

２０校区ということですけど。 

 

松岡美幸 指導課長  Ｃグループは、複数の小学校と中学校が合わさっている校区で

すので、小学校から２つ以上の中学校に進むところのグループで

す。なので、一貫校という形で非常に組みづらいところでありま

すので、幼小中連携をしっかりしていただいて、そこを取り組ん

でいただくということで考えております。 
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西山忠男 委員  Ｃグループというのは、今おっしゃったように非常に難しい部

分があるなという。カリキュラムの一貫性をどう担保するのか、

ちょっとこれもう少し考えないと、Ｃグループってうまくいかな

いような気がするんですよね。だから、Ａグループはもちろん一

番すっきりしているし、Ｂグループももちろん可能だけど、Ｃグ

ループって難しいんじゃないですかね、現実的に。ちょっとＣグ

ループは何とかＢグループに再編するとかということはできな

いんですか。 

 

松岡美幸 指導課長  場所の関係とかもありますので、こどもたちの進学先というこ

とになってきますので、Ｂグループの再編というのは現実的には

ちょっと難しいかなというふうに考えておりまして、今、学校現

場のほうで、またがるところの小学校の校長先生が、中学校区ご

とに校長会を開いていらっしゃるところで、またがるところは二

つの校長会に参加されたりとか、幼小中連携の日も重ねて行かれ

て、それぞれ連携を深めていらっしゃったりと、学校に応じて工

夫をされていますので、そういうできる範囲での取組をしっかり

深めて進めていただきたいというふうに考えております。 

 

遠藤洋路 教育長  指導課長からもありましたけど、それぞれ校区によって状況が

違う。重なっている部分の大きさも違うし、どのぐらいばらばら

なのかというか、関係する学校が多いのかというのはそれぞれ違

うので、やっぱりそれぞれの状況に合わせてできる部分をやって

いくということが基本かなというふうに思いますので、ここの下

の連携というところには全部丸がついていますけど、これも内容

はそれぞれの学校の中で変わってくると思いますので、これを理

由に再編ということではなくて、やっぱりそれぞれの状況に合わ

せてできるところをやるということなのかなというふうに思い

ますけど。 

 

澤栄美 委員  すみません、今さらのお尋ねみたいな感じになってしまうんで

すが、一貫校の③９年間の小中一貫カリキュラムの編成実施とい

うのがありますけど、このカリキュラムの編成って具体的にどん

なふうにされているんですか。一応、例えば指導要領で学習して

いく中身は決まっているので、それをカリキュラム編成って、ど

んな感じのことなのかなというのが改めて分からないなと思っ

たので、教えてもらっていいですか。 
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松岡美幸 指導課長  教科ごとの中身を貫くという細かい教科ごとの教育課程の編

成というのではなく、それぞれの学校校区、中学校区の実態に応

じて、課題をしっかり捉えた上で、目指すこども像を共有化され

て、それに向けて、例えば道徳教育を軸にして一貫カリキュラム

をつくろうとか、それぞれの校区で、中心として課題を貫くこと

を決めて、それを小学校の課程ではこういうふうに重ねていきま

しょう、そしてそれを基に中学校でさらに重ねていきましょうと

いうようなことのカリキュラムでやってもらっています。教科の

中身だけじゃなくて、生活スタイル、例えば挨拶をこうしましょ

うとか、そういうことを書いておられるところもあります。 

 

澤栄美 委員  例えば、こどもたちのコミュニケーション能力に課題があるよ

ねとか、そういったことだと、小学校１年生のときからこういう

ことに取り組んでいきましょうとか、学活の中とかで中心にやり

ましょうとか、そんな感じの内容ということで理解していいです

かね。そうすると、今、うんと言われたので続けて質問していま

すけど、すみません。だから、ＡとＢ小学校でも同じことをやっ

て、中学校に向けて、またそれを続けていきましょうというよう

なカリキュラムの編成ということになりますかね。 

 

松岡美幸 指導課長  今、澤委員がおっしゃったとおりのところでございます。もう

少し補足で説明をすると、令和６年度より小中一貫校になった学

校のうちに、花陵中校区、古町小、春日小、白坪小のところでは

道徳教育を軸に、それから城西中、小島小、中学校では総合的な

学習を軸にという形で、それぞれの中学校区で決めてカリキュラ

ムをつくっていらっしゃるというような状況です。 

 

苫野一徳 委員  今のお話と関係するんですけど、これからの課題だと思うんで

すけど、要するに教育課程特例が使えるということだと思うの

で、非常に柔軟にカリキュラム編成できるでしょうし、一貫でで

きる。例えば異年齢で、小中でグループを組んで探究活動するな

んていうこともできる。そういった割と思い切ったことができる

と思うんですよね。その辺をぜひ研究して、こんな大胆なことで

きるかもしれないねという、せっかく小中一貫になるので、そう

いったことを先生方と一緒に、こんなこともできる、あんなこと

もできるというような、何かわくわくできる未来を思い描くよう

なプロジェクトができたらいいなというふうに思いましたので、

よかったらぜひご検討いただけたらなというふうに思いました。 
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松岡美幸 指導課長  ありがとうございます。実際、今の学校現場でそういうところ

もやられているのかもしれないですけど、今私のほうでは把握は

しておりませんで、管理職同士がしっかり密に連携しているだっ

たり、校内研を小中合同でやっていらっしゃるとか、こども同士

の交流もコロナ禍を経て大分元に戻って復活もしているという

ことがあります。あと、乗り入れ授業も以前に比べたら積極的に

取り入れていこうというような学校の動きもありますので、今お

っしゃったような、教育課程をもう少し大胆にやっていくという

ところも含めて、今後さらに進めていきたいなというふうに思い

ます。ありがとうございます。 

 

澤栄美 委員  この一貫校での取組というのは、指定校みたいな感じで発表と

かもしているんですか。 

 

松岡美幸 指導課長  モデル校の発表という形は特にございません。 

 

澤栄美 委員  できればやっぱり、こういうふうにしてやるんだなというのが

分かるような形でまた広がるといいかなと思ったので聞きまし

た。 

 

松岡美幸 指導課長  学校の発表という形ではないんですけど、指導課のほうに小中

一貫担当の者がおりますので、各学校の取組状況をしっかり把握

して、それをリーフレットというか、「つなぐ」というタイトル

で紙面にまとめて、定期的に発行して、それで学校のほうにはお

知らせをしているところでございます。 

 

澤栄美 委員  分かりました。私もいつかまた見せていただけたらと思いま

す。 

 

苫野一徳 委員  今の一応情報提供なんですけど、一昨年からＫＥＷで小中一貫

のこどもたちと一緒に対話会を私もさせていただいていて、こん

な取組できるといいねみたいな、夢が膨らむ小中一貫何とかみた

いなタイトルで確かやっていたと思うんですけど。それで、この

前、芳野中に行ったときもそんなお話になりましたけど、去年・

一昨年、実際こんなことをやりました。今年もちょっと日程調整

中だったかと思うんですけど、そんな形でＹｏｕＴｕｂｅで配信

なんていうのもやっていて、割と積極的に配信なされているなと
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感じました。 

 

澤栄美 委員  すみません、それ見ていませんでしたので、検索して見てみよ

うと思います。ありがとうございます。 

 

遠藤洋路 教育長  ほかにいかがですか。よろしいですか。 

 では、ほかにないようでしたら、本件は以上といたします。 

 

 

・報告（４）熊本市立学校教員採用選考試験（追加募集・第２回）の実施について 

 

《上村清敬 教職員課長 報告》 

 

西山忠男 委員  これ前回議論したときに対象者を他県の正規教員及び過去に

県内外の正規教員だった者とすると、人が集まらないんじゃない

かというような議論もしたような記憶があるんですけど、あのと

き臨時的任用職員を対象にしなかったのはなぜでしたっけ。ちょ

っと忘れてしまいました。 

 

上村清敬 教職員課長  前回、西山委員からご指摘いただいたとおりの結果となって大

変申し訳ございません。正規教員に縛らせていただいた理由は、

一番大きいのは、実技試験を行うことができないということでし

た。そういう意味で、今回は、必ず実技能力を判定する必要があ

る美術は対象としておりません。 

 

西山忠男 委員  分かりました。 

 

遠藤洋路 教育長  ほかにいかがでしょうか。特にありませんか。 

 ほかになければ、本件は以上といたします。 

 

【非公開の審議】 

日程第４ 協議 
・協議（４）（仮称）熊本市こども計画素案について 

 

《那須光也 こども政策課長 説明》 
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日程第３ 議事 

・議第５７号 熊本市一般会計補正予算（１１月補正予算）について 

 

《中川浩二 教育政策課長 提出理由説明》 

《山内光博 市立図書館長 資料説明（オンライン）》 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

 

・議第５８号 託麻東小学校・二岡中学校校舎増築工事請負契約締結に対する意見について 

 

《内村智 学校施設課長（首席審議員兼課長） 提出理由説明》 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

 

・議第５９号 花陵中学校体育館改築工事請負契約締結に対する意見について 

 

《内村智 学校施設課長（首席審議員兼課長） 提出理由説明》 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

 

・議第６０号 熊本市立総合ビジネス専門学校条例の一部改正について 

 

《松岡美幸 指導課長 提出理由説明》 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

 

日程第４ 協議 

・協議（１）令和７年度当初予算要求の概要について 

 

《中川浩二 教育政策課長 説明》 
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・協議（３）令和９年度市立高等学校入学者選抜について 

 

《松岡美幸 指導課長 説明》 

 

日程第３ 議事 

・議第６２号 職員の懲戒処分について 

 

《中川浩二 教育政策課長 田口清行 教育政策課教育審議員 提出理由説明》 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

 

〔閉会〕  

遠藤洋路 教育長  では、本日の会議日程は以上ですが、ほかになければ、以上で

令和６年１０月定例教育委員会会議を閉会いたします。 

 
 
 


